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■ 12 月定例会で審議された議案の一覧
○条例の改正・廃止
*6　 市職員の退職手当に関する条例の一部を改正
する条例及び市企業職員の給与の種類及び基
準に関する条例の一部改正

*7　 竹島水族館の設置及び管理に関する条例の一
部改正

*8　手数料条例の一部改正
*9　 市立保育所の設置及び管理に関する条例の一
部改正

(0　 乳幼児医療費助成条例等の一部改正
(1　老人医療費助成条例の廃止
KK101K　 K　 K 市職員の給与に関する条例の一部改正
○補正予算
(7　平成19年度一般会計補正予算（第3号）
(8　 平成19年度国民健康保険事業特別会計補正予
算（第1号）

(9　 平成19年度モーターボート競走事業特別会計
補正予算（第3号）

KK100K　 平成19年度病院事業会計補正予算（第1号）K　 平成19年度病院事業会計補正予算（第1号）K

○その他
(2　人権擁護委員の候補者の推薦
(3　 宝飯地区広域市町村圏協議会を設置する普通
地方公共団体の数の減少及び宝飯地区広域市
町村圏協議会規約の変更

(4　 愛知県後期高齢者医療広域連合を組織する普
通地方公共団体の数の減少及び愛知県後期高
齢者医療広域連合規約の変更

(5　 市道の路線認定、廃止及び変更
(6　 東三河地方教育事務協議会を設置する普通地
方公共団体の数の減少及び東三河地方教育事
務協議会規約の変更

（○内の数字は議案番号。*6、*9、(7は賛成多数で、そ
れ以外は全会一致で可決されました。）

■ 請　願

⑤ 児童クラブの充実を求める請願書
　提出者　　児童クラブの充実を願う会
　　　　　　代表　酒井理恵子 氏　ほか 3,124 名
　審査結果　不採択
⑥ 後期高齢者医療制度の中止を求める請願書
　提出者　　社会保障を充実させる蒲郡の会
　　　　　　事務局長　千葉祐二　氏
　審査結果　不採択
（○内の数字は請願番号）

■12月定例会で議決された平成19年度補正予算（千円）
会計名 補正の主な理由 補正額 歳入・歳出

予算の総額

一般会計
（第3号）

乳幼児医療助成事業費追
加（1,671千円）

64,780 23,805,690

福祉医療システム変更委
託料等（10,033千円）
特定農業用管水路特別対
策事業負担金（1,512千円）
道路新設改良事業費追加
（51,140千円）

国民健康保険
事業特別会計
（第 1号）

国庫支出金返還金追加 104,840 8,125,840

モーターボート
競走事業特別
会計（第3号）

本場発売事業費及び他会
計繰出金等追加 25,566,870 143,672,290

病院事業
会計

（第 1号）

入院・外来患者の減少に伴
う病院事業運営資金の補
助と収支修正
補助金　（　700,000千円）
医業収益（△975,537千円）
医業費用（△249,200千円）

収入
△275,537
支出
△249,200

収入予算総額
7,557,063

支出予算総額
8,293,500

■ 陳　情

○ 看護職員確保法の改正を求める陳情
　提出者　　愛知県医療介護福祉労働組合連合会
　　　　　　執行委員長　鈴木弘之 氏 ほか 2団体
　審査結果　不採択
○ 深刻な医師不足打開のための法制定を求める陳情
　提出者　　愛知県医療介護福祉労働組合連合会
　　　　　　執行委員長　鈴木弘之 氏 ほか 2団体
　審査結果　聞きおく
○ 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての陳情書

　提出者　　愛知自治体キャラバン実行委員会
　　　　　　代表者　徳田　秋　氏
　審査結果　不採択
○ 保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書の
採択を求める陳情書

　提出者　　「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会
　　　　　　会長　大藪憲治 氏
　審査結果　聞きおく

■ 意見書
⑦ 地方税財源の拡充を求める意見書
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　財務大臣、総務大臣
⑧医師確保対策等の充実を求める意見書
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　厚生労働大臣、総務大臣、愛知県知事
（○内の数字は、意見書案番号。いずれも全会一致
で可決されました。）


